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第
八
期
役
員
（
敬
称
略
） 

(

任
期 

令
和
二
年
八
月
一
日
～
令
和
三
年
七
月
三
十
一
日) 

 

理 

事 

理
事
長
・
研
究
分
科
会 

加
藤 

哲
男 

名
古
屋
産
業
大
学
名
誉
教
授

副
理
事
長
・
現
地
調
査 

宮
本 

好
昭 

デ
ル
タ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト 

財
務
・
談
話
会 

 
 

 

酒
井 

俊
雄 

県
砂
防
防
災
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総
務
・
広
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拓
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京
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路
交
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安
全
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嶋
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浩
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大
学
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学
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役
員
の
任
期
は
二
年
間 

（
令
和
四
年
七
月
三
十
一
日
ま
で
）

  

第
七
期
（
通
算
第
四
〇
期
）
決
算 

（
令
和
元
年
六
月
一
日
～
令
和
二
年
五
月
三
十
一
日
）

 

 

 第
八
期
（
通
算
第
四
十
一
期
）
予
算 

（
令
和
二
年
六
月
一
日
～
令
和
三
年
五
月
三
十
一
日
）

 

 

特定非営利活動法人　福井地域環境研究会

（単位：円）

Ⅰ

1

770,000 ※正会員内訳

75,000 845,000 　第７期会費：７１名

2

0 ※賛助会員内訳

3 　第７期会費：３２名

0

4

88,000 88,000

5

21

0 21

933,021

Ⅱ

1

（１） 人件費

人件費　計 0

（２） その他経費

会場使用料 46,762

旅費交通費 276,403

印刷製本費 370,640

会議費 279,023

通信運搬費 29,680

消耗品費 22,008

その他経費　計 1,024,516

1,024,516

2

（１） 人件費 0

人件費　計 0

（２） その他経費

会議費 2,710

旅費交通費 1,500

通信運搬費 0

消耗品費 5,976

租税公課 0

その他経費　計 10,186

10,186

1,034,702

-101,681

Ⅲ

1 0

0

Ⅳ

1 0

0

-101,681

2,765,961

2,664,280

その他収益

受取利息

経常収益　計

経常費用

経常外費用

管理費　計

経常費用　計

経常外収益

固定資産売却益

経常外収益費　計

次期繰越正味財産額

当期経常増減額

管理費

雑収益

前期正味財産額

固定資産売却損

経常外費用　計

当期正味財産増減額

事業費

事業費　計

正会員受取会費

令和元年度　活動決算書
令和元年6月1日から令和2年5月31日まで

科目 金額

経常収益

受取会費

賛助会員受取会費

受取寄附金

受取寄附金

受取助成金等

受取民間助成金

事業収益

研修事業収益

別紙－5

特定非営利活動法人　福井地域環境研究会

（単位：円）

Ⅰ

1

828,000 ※正会員内訳

90,000 918,000 　第８期会費：６９名

2

0 ※賛助会員内訳

3 　第８期会費：３０名

0

4

250,000 250,000

5

0 0

1,168,000

Ⅱ

1

（１） 人件費 0

人件費　計 0

（２） その他経費

会場使用料 95,000

旅費交通費 505,000

印刷製本費 410,000

会議費 230,000

通信運搬費 30,000

消耗品費 30,000

その他経費　計 1,300,000

1,300,000

2

（１） 人件費 0

人件費　計 0

（２） その他経費

会議費 36,000

旅費交通費 16,000

通信運搬費 24,800

消耗品費 3,200

租税公課 0

その他経費　計 80,000

80,000

1,380,000

-212,000

Ⅲ

1 0

0

Ⅳ

1 0

0

-212,000

2,437,280

2,225,280

その他収益

受取利息

経常収益　計

経常費用

経常外費用

管理費　計

経常費用　計

経常外収益

固定資産売却益

経常外収益費　計

次期繰越正味財産額

当期経常増減額

管理費

雑収益

前期正味財産額

固定資産売却損

経常外費用　計

当期正味財産増減額

事業費

事業費　計

正会員受取会費

令和２年度　活動予算書（案）
令和２年６月１日から令和３年５月３１日まで

科目 金額

経常収益

受取会費

賛助会員受取会費

受取寄附金

受取寄附金

受取助成金等

受取民間助成金

事業収益

研修事業収益

第
八
期
講
演
会
・
第
七
期 

活
動
報
告
会
・
令
和
二
年
度

通
常
総
会 

加
藤
理
事
長
に
よ
る
挨
拶 

ま
た
今
回
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
あ

り
、
講
演
会
・
活
動
報
告
会
・
通
常
総
会
の
オ
ン

ラ
イ
ン
同
時
開
催
を
試
み
た
。
遠
方
の
会
員
を
含

め
、
普
段
参
加
す
る
こ
と
が
困
難
な
会
員
も
気
軽

に
参
加
で
き
る
こ
と
か
ら
。
今
回
の
試
み
は
好
評

で
あ
っ
た
と
い
え
る
。 

Ｒ
Ｅ
Ｆ
第
八
期
講
演
会
・
第
七
期
活
動
報
告
会
・
令

和
二
年
年
度
通
常
総
会
が
八
月
一
日
（
土
）
に
繊
協
ビ

ル
で
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
加
藤
理
事
長
の
あ
い
さ
つ

の
後
、
福
井
大
学
助
教
で
あ
る
浅
野
先
生
に
よ
る
『
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
形
成
に
向
け
た
ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
活

用
に
つ
い
て
』
と
い
う
議
題
で
講
演
が
行
わ
れ
た
。
携

帯
電
話
基
地
局
デ
ー
タ
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
ビ
ッ
ク
デ
ー

タ
を
、
都
市
計
画
の
分
野
へ
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い

く
か
紹
介
を
い
た
だ
い
た
。 

講
演
会
の
後
は
休
憩
を
は
さ
み
、
総
務
幹
事
の
田
辺

氏
の
司
会
の
も
と
、
研
究
分
科
会
の
活
動
報
告
会
が
行

わ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
分
科
会
の
発
表
・
講
評
の
後
、

加
藤
式
男
氏
に
よ
る
総
評
が
行
わ
れ
た
。 

総
会
で
は
ま
ず
議
長
の
選
出
が
行
わ
れ
、
梅
田
祐
一

氏
が
選
出
さ
れ
た
。
ま
た
議
事
録
署
名
人
と
し
て
、
橋

本
栄
治
氏
と
三
輪
裕
一
氏
の
二
名
が
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ

れ
議
事
に
移
る
こ
と
と
な
っ
た
。
第
七
期
（
通
算
第
四

十
期
）
活
動
報
告
お
よ
び
決
算
報
告
、
役
員
改
選
、
第

八
期
活
動
計
画
及
び
予
算
案
等
が
諮
ら
れ
、
原
案
の
通

り
議
決
さ
れ
た
。 



【
分
科
会
報
告
会
】 

総
会
に
先
立
ち
、
第
七
期
の
分
科
会
活
動
報
告
が
開
催
さ
れ
た
。
以
下

に
簡
単
な
研
究
の
要
旨
と
議
論
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
掲
載
す
る
。 

 【
交
通
分
科
会
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

発
表
者
：
西
谷 

光
史 

質
疑
者
：
小
林 

孝
彰 

「
福
井
県
の
歩
行
空
間
に
関
す
る
取
り
組
み
の
変
遷
」 

 

現
在
、
人
口
減
少
社
会
に
対
応
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
市

町
村
が
歩
行
者
中
心
の
ま
ち
な
か
を
整
備
す
る
た
め
の
新
区
域
「
ま
ち
な

か
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
区
域
」
を
設
定
で
き
る
方
針
を
示
し
て
い
る
。
福
井
県

で
は
こ
の
制
度
で
、
福
井
市
を
含
む
五
市
が
推
進
都
市
と
な
っ
て
い
る
。

 

第
七
期
交
通
分
科
会
で
は
、
福
井
県
の
歩
行
空
間
の
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
を
振
り
返
り
、
整
備
や
関
連
制
度
の
変
遷
を
整
理
し
た
う
え
で
、
今

後
の
「
居
心
地
が
良
く
歩
き
た
く
な
る
ま
ち
」
に
向
け
た
課
題
を
展
望
す

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
調
査
を
行
っ
た
。 

 

調
査
は
主
に
、
福
井
県
の
戦
後
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
歩
行
空
間
の

整
備
に
関
す
る
制
度
や
取
組
み
に
つ
い
て
年
表
形
式
で
整
理
し
て
い
き
、

同
時
に
、
国
主
導
の
施
策
や
制
度
、
海
外
の
動
向
に
つ
い
て
も
整
理
を
行

っ
た
。 

 

全
国
的
に
み
て
、
戦
災
復
興
か
ら
は
ハ
ー
ド
重
視
の
整
備
が
進
め
ら
れ

て
き
た
が
、
現
在
で
は
今
あ
る
ス
ト
ッ
ク
を
、
い
か
に
有
効
活
用
し
て
い

く
か
の
流
れ
に
な
っ
て
い
る
。
今
回
の
調
査
に
お
い
て
、
福
井
県
で
も
似

た
よ
う
な
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
駅
前
大
通
り
の
整
備
や
歩
車
分

離
と
い
っ
た
量
的
確
保
か
ら
、
こ
れ
ら
の
再
整
備
や
利
活
用
の
取
組
み
が

現
在
の
主
流
と
な
っ
て
き
て
い
る
。 

 

戦
災
復
興
以
降
に
造
ら
れ
た
構
造
物
の
老
朽
化
や
社
会
情
勢
の
変
化

に
伴
い
ニ
ー
ズ
が
低
下
し
た
社
会
基
盤
に
対
し
て
、
撤
去
・
統
廃
合
し
て

い
く
取
組
み
も
増
え
始
め
て
い
る
。
今
あ
る
ス
ト
ッ
ク
を
今
後
ど
の
よ
う

に
効
果
的
に
選
択
し
て
い
く
か
の
方
策
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま

た
、
来
る
べ
く
北
陸
新
幹
線
の
開
業
に
向
け
て
、
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
推
進
と

し
て
と
し
て
賛
同
し
て
い
る
各
都
市
で
官
民
と
い
う
枠
を
超
え
て
様
々

な
地
域
課
題
を
解
決
し
、
多
様
な
主
体
が
活
躍
で
き
る
場
を
創
出
し
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

【
地
象
分
科
会
】 

 
 
 
 
 
 
 
 

発
表
者
：
清
水 

健 

質
疑
者
：
林 

快
宗 

「
福
井
の
地
名
か
ら
学
ぶ
防
災
・
減
災
に
つ
い
て 
 

 
 

 

～
大
滝
町
（
旧
今
立
町
内
）
編
～
」 

  

大
雨
な
ど
の
防
災
・
減
災
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
気
象
と

並
ぶ
重
要
な
要
素
と
し
て
地
形
が
あ
げ
ら
れ
、
そ
の
地
形
を
読

み
解
く
の
に
地
名
は
切
り
離
せ
な
い
。
地
名
は
過
去
に
ど
の
よ

う
な
地
形
で
あ
っ
た
か
、
ど
の
よ
う
な
災
害
が
起
こ
り
う
る
の

か
と
い
っ
た
、
災
害
リ
ス
ク
を
把
握
す
る
の
に
有
用
な
要
素
で

あ
る
。 

今
期
の
地
象
分
科
会
は
、
越
前
市
大
滝
町
の
調
査
を
行
っ
た
。

「
大
滝
」
の
地
名
は
日
本
各
地
に
存
在
し
、
そ
の
多
く
が
山
中

の
川
上
に
位
置
し
て
お
り
、
そ
の
周
辺
に
は
滝
の
存
在
や
、
存

在
し
て
い
そ
う
な
谷
が
あ
る
。
大
滝
町
に
も
地
区
を
貫
流
す
る

神
宮
川
の
源
流
に
「
滝
清
水
」
が
あ
る
。
ま
た
、
も
う
一
つ
の

貫
流
で
あ
る
岡
本
川
の
上
流
に
は
、
砂
防
堰
堤
が
整
備
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
ダ
ム
サ
イ
ド
に
も
滝
が
存
在
し
て
い
た
。
こ
の
二

つ
の
河
川
は
過
去
幾
度
も
土
砂
災
害
や
流
水
氾
濫
に
見
舞
わ
れ

て
お
り
、
上
流
に
砂
防
堰
堤
が
設
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
町
内
の

斜
面
は
大
規
模
な
地
滑
り
対
策
工
事
が
行
わ
れ
て
お
り
、
本
地

区
の
多
雨
な
気
象
と
貧
弱
な
地
質
が
感
じ
ら
れ
た
。
そ
の
一
方

で
豊
富
な
水
を
利
用
し
て
地
場
産
業
の
製
紙
業
が
発
展
し
て
き

た
こ
と
か
ら
、
水
の
恵
み
を
受
け
つ
つ
、
災
害
に
耐
え
て
き
た

地
域
特
性
が
見
ら
れ
た
。 

 

大
滝
町
周
辺
に
は
ち
ょ
う
ど
福
井
県
を
南
北
に
二
分
す
る
断

層
（
油
坂―

米
ノ
構
造
線
）
が
通
過
し
て
お
り
、
そ
の
周
辺
に

は
構
造
線
に
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
断
層
が
数
多
く
分
布
し
、

東
西
方
向
の
谷
や
山
稜
が
目
立
っ
て
い
る
。
活
断
層
や
そ
の
周

辺
に
は
岩
盤
内
に
割
れ
目
が
卓
越
し
た
弱
層
が
分
布
す
る
た

め
、
相
対
的
に
弱
い
部
分
の
浸
食
が
土
砂
災
害
の
原
因
に
な
り
、

結
果
と
し
て
谷
の
形
成
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
割
れ
目

を
地
下
水
が
流
動
し
や
す
い
た
め
、
周
辺
の
山
体
か
ら
き
れ
い

な
水
を
集
め
る
の
に
一
役
買
っ
て
い
る
も
の
と
推
測
す
る
。 

 

【
水
文
科
会
】 

 
 
 
 
 
 

発
表
者
：
丸
中 

孝
通 

質
疑
者
：
田
辺 

毅 

「
近
年
の
豪
雨
災
害
と
福
井
の
防
災
・
減
災
」 

 
 

近
年
、
想
定
を
上
回
る
降
雨
に
よ
る
大
規
模
な
水
害
が

発
生
し
て
い
る
。
特
に
、
令
和
元
年
十
月
に
発
生
し
た
台

風
十
九
号
で
は
、
記
録
的
な
豪
雨
に
よ
り
七
県
が
管
理
す

る
河
川
計
六
十
七
ヶ
所
が
決
壊
し
た
。 

ま
ず
、
公
開
さ
れ
て
い
る
資
料
を
収
集
し
、
一
級
河
川

千
曲
川(

長
野
県)

に
お
け
る
台
風
十
九
号
の
被
害
等
を
調

査
し
た
。
千
曲
川
は
、
立
ヶ
花
基
準
点
に
お
い
て
、
計
画

降
雨
一
八
六
ｍ
ｍ/

二
日(

想
定
確
立
百
分
の
一
、
百
年
に

一
度
の
確
率
で
生
じ
る
と
想
定)

と
設
定
し
て
い
た
が
、
そ

れ
を
超
え
る
雨
が
一
日
で
降
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
た
。 

福
井
県
内
の
河
川
の
整
備
は
ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る

か
、
公
表
資
料
の
収
集
、
県
河
川
課
へ
の
聞
き
取
り
な
ど

で
調
査
を
行
っ
た
。
九
頭
竜
川
・
日
野
川
で
は
、
計
画
規

模
は
百
五
十
分
の
一
と
し
て
い
る
が
、
一
部
区
間
で
は
十

分
の
一
程
度
の
と
こ
ろ
も
あ
り
、
改
善
が
求
め
ら
れ
る
。 

気
候
変
動
に
よ
る
災
害
多
発
、
計
画
規
模
を
上
回
る
降

雨
が
発
生
す
る
現
状
を
踏
ま
え
る
と
、
ハ
ー
ド
対
策
は
進

ん
で
い
る
も
の
の
、
ソ
フ
ト
対
策
を
含
め
た
対
策
が
必
要

で
あ
る
。
そ
し
て
、
浸
水
想
定
区
域
図
や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
公
表
を
通
じ
て
、
各
個
人
が
関
係
し
て
い
る
地
域
の

水
害
リ
ス
ク
を
把
握
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
、
水
害
リ
ス
ク
情
報
を
官
民
が
連
携
し
て
上
手

く
活
用
す
る
こ
と
で
防
災
意
識
が
向
上
し
、
防
災
・
減
災

の
取
り
組
み
が
進
み
、
強
靭
性
の
高
い
地
域
の
構
築
に
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
か
。  交通分科会 

発表：西谷氏，講評：小林氏 

地象分科会 
発表：清水氏，講評：林氏 



【
県
境
道
路
分
科
会
】 

 
 

 
 

 
 

 

発
表
者
：
橋
本 

拓
己

質
疑
者
：
藤
井 

浩
都

「
遠
敷
川
源
流
の
上
根
来
集
落
」 

 

今
期
は
、
小
浜
市
の
無
人
集
落
で
あ
る
上
根
来
集
落
の
活
動
に
着

目
し
て
現
地
調
査
を
行
っ
た
。
上
根
来
集
落
は
、
小
浜
市
街
地
か
ら

車
で
三
十
分
、
遠
敷
川
の
上
流
、
標
高
三
百
メ
ー
ト
ル
付
近
の
滋
賀

県
と
の
県
境
に
位
置
し
て
い
る
。 

こ
の
上
根
来
集
落
で
は
、
平
成
七
年
に
上
根
来
地
権
関
係
者
等
の

親
睦
会
「
上
根
来
百
合
会
」
が
発
足
し
、
季
節
の
節
目
に
集
落
内
や

鯖
街
道
の
草
刈
り
、
ま
た
、
鯖
街
道
利
用
者
の
た
め
の
無
料
休
憩
所

の
開
設
、
運
営
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
現
在
で
は
、
他
の
特
定
非
営

利
活
動
法
人
や
地
元
高
校
な
ど
と
連
携
し
て
、
「
上
根
来
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
し
て
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、
随
時
情
報
発
信

も
行
っ
て
い
る
。「
上
根
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
主
な
も
の
と
し
て
、

地
元
の
雪
を
利
用
し
た
雪
室
貯
蔵
、
ア
ブ
ラ
ギ
リ
（
こ
ろ
び
）
と
い

う
植
物
を
利
用
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
空
き
家
の
休
憩
所
や
ゲ
ス
ト

ハ
ウ
ス
な
ど
へ
の
活
用
と
い
っ
た
も
の
が
あ
る
。 

現
地
調
査
で
は
、
上
根
来
百
合
会
会
長
の
岸
本
氏
、
事
務
局
長
の

川
端
氏
と
共
に
、
鯖
街
道
針
畑
越
え
ル
ー
ト
の
う
ち
比
較
的
歩
き
や

す
い
区
間
を
、
随
時
説
明
を
受
け
な
が
ら
調
査
を
し
た
。
途
中
、
多

く
の
往
来
者
が
通
っ
た
こ
と
で
深
い
掘
割
に
な
っ
て
い
る
区
間
や

雪
の
多
さ
の
影
響
で
大
き
く
根
曲
が
り
し
て
い
た
木
々
を
見
る
こ

と
が
で
き
た
。 

ま
た
、
上
根
来
集
落
か
ら
遠
敷
峠
ま
で
の
区
間
で
斜
面
崩
壊
し
て

い
る
区
間
が
多
く
見
受
け
ら
れ
た
。
平
成
三
〇
年
の
豪
雨
に
よ
り
崩

壊
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
被
害
者
が
い
な
い
た
め
か
、
対
策
に

つ
い
て
見
通
し
が
な
い
状
況
で
あ
る
た
め
、
県
境
地
域
の
災
害
対
策

に
つ
い
て
、
課
題
が
あ
る
と
考
え
る
。 

  

【
交
通
安
全
分
科
会
】 

 
 

 
 

発
表
者
：
嶋
田 

喜
昭 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

質
疑
者
：
丸
岡 

み
す
ず 

「
自
動
運
転
・
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
社
会
に
お
け
る 

「
ラ
ス
ト
マ
イ
ル
」
を
考
え
る
」 

 

道
路
交
通
分
科
会
で
は
、
継
続
し
て
自
動
運
転
の
社
会
実
装
に

向
け
た
実
証
実
験
の
状
況
を
追
い
つ
つ
、
自
動
運
転
や
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ

社
会
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。 

ま
ず
、
端
末
交
通
へ
の
自
動
運
転
の
導
入
と
し
て
期
待
さ
れ
て

い
る
「
ラ
ス
ト
マ
イ
ル
」
に
着
目
し
、
ラ
ス
ト
マ
イ
ル
と
は
ど
の

よ
う
な
交
通
を
意
味
す
る
の
か
、
短
距
離
移
動
支
援
・
サ
ー
ビ
ス

の
適
正
距
離
等
の
観
点
か
ら
考
察
を
行
っ
た
。 

ま
た
、
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
（
一
人
用
立
ち
乗
り
モ
ビ
リ
テ
ィ
）

に
よ
る
移
動
サ
ー
ビ
ス
が
近
年
、
世
界
で
急
速
に
普
及
し
て
い
る
。

こ
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
は
二
〇
一
七
年
に
米
国
で
は
じ
ま

り
、
欧
州
を
中
心
に
急
速
に
普
及
し
た
。 

電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
の
普
及
に
お
け
る
我
が
国
の
課
題
を
整
理

し
て
み
る
。
安
全
性
に
つ
い
て
は
、
規
制
の
強
化
を
進
め
る
例
が

散
見
さ
れ
て
い
る
が
、
我
が
国
の
基
準
は
他
の
国
と
比
べ
、
極
め

て
厳
し
く
、
規
制
緩
和
の
必
要
性
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
利
用
コ
ス

ト
は
一
マ
イ
ル
二
五
〇
円
～
三
〇
〇
円
と
、
タ
ク
シ
ー
よ
り
少
し

安
い
程
度
で
あ
る
。
受
容
性
に
関
し
て
は
、
体
験
機
会
を
う
ま
く

提
供
で
き
れ
ば
需
要
が
高
ま
る
期
待
が
あ
り
、
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ

も
期
待
で
き
る
と
い
っ
た
指
摘
も
あ
る
。 

以
上
よ
り
、
我
が
国
の
現
行
制
度
や
道
路
空
間
の
中
で
は
、
電

動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
十
分
に
発
揮
で
き
ず
、
安

全
性
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。 

今
後
も
、
引
き
続
き
ラ
ス
ト
マ
イ
ル
な
ど
短
距
離
移
動
支
援
・

サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。 

 

 

【
会
費
の
納
入
に
つ
い
て
】 

会
費
の
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。 

■
年
会
費 正

会
員 

 

： 
 

一
二
，
〇
〇
〇
円 

賛
助
会
員 

： 
 

三
，
〇
〇
〇
円 

 

■
会
費
納
入
先 

 
 

 
 

《
振
込
み
の
場
合
》 

ゆ
う
ち
ょ
銀
行 

振
替
口
座 

七
三
〇‐

三‐

二
〇
三
九
六 

 

 

福
井
地
域
環
境
研
究
会 

 

※
機
関
紙
巻
末
の
振
込
用
紙
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

《
直
接
支
払
う
場
合
》 

 

総
会
、
中
間
報
告
会
、
談
話
会
等
開
催
時
、
ま
た
は
、

左
記
、
財
務
幹
事
ま
で
直
接
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

 
 

【
財
務
幹
事
】 

〒
九
一
三-

八
五
一
一 

福
井
県
坂
井
市
三
国
町
水
居
一
七-

四
五 

 
 

 
 

福
井
県
三
国
土
木
事
務
所 

 

清
水 

健 

T
EL

 
 

〇
七
七
六‐

二
〇‐

〇
四
八
一(

内
線
三
三
九
三) 

 
Ma

il
 

 t
-sh

imi
zu-

j3@
pre

f.f
uku

i.l
g.j

p 

 

 

《
転
格
》 

 
 

飯
塚
由
美
（
正
会
員
か
ら
賛
助
会
員
へ
） 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

  

令
和
二
年
八
月
一
日
時
点 

正
会
員 

 
 

六
十
八
名 

賛
助
会
員 

 

三
十
七
名 

合
計 

百
五
名 

☆
入
退
会
の
お
し
ら
せ
☆
（
敬
称
略
） 

水分科会 
発表：丸中氏，講評：田辺氏 

県境道路分科会 
発表：橋本氏，講評：藤井氏 

交通安全分科会 
発表：嶋田氏( 上段右)， 
講評：丸岡氏（真ん中左） 

両者 Z00Ｍでの参加 

総評をする加藤式男氏 


